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Ⅰ． 本校の現状と特色 

Ⅰ-1 現状と特色 

本校は，実践的開発型の技術者の養成を目的に昭和４０年４月に設置された。これま

でに６,２４９名の本科卒業生及び２６２名の専攻科修了生を送り出している。現在，「機

械工学科」,「電気電子工学科」,「電子情報工学科」,「物質工学科」,「環境都市工学科」

の５学科において，実践性と創造性を併せ持つ高度技術者を養成すべく，５年一貫教育を

行っている。また，平成１０年４月には専攻科を設置し，「生産システム工学専攻」,「環

境システム工学専攻」において，さらに進んだ教育を行っている。 

 教育の特徴としては，豊かな創造力とデザインマインドを持つ技術者を育成するため，

「ものづくり教育」を進め，ＮＨＫアイデア対決ロボットコンテストでも毎年のように上

位に入賞し，平成５年度，平成９年度の２度にわたって最高の賞であるロボコン大賞を獲

得している。 

 本校を目指す中学生に対しては，アドミッションポリシーを示すと共に，平成１７年度

には，入学時に学科を決められない中学生のために，２年次より転科可能な「工学基礎コ

ース」を全国で初めて設置した。  

 また，福井高専は地元に立脚した学校及び地元に開かれた学校を目指し，産官学共同研

究を進めている。福井県における産官学共同研究ネットワークの中心の一つである「地域

連携テクノセンター」では，地元に密着した共同研究を進めている。福井県の伝統産業で

ある和紙の生産者の組合である，福井県和紙工業協同組合と地元町の依頼により「伝統産

業支援室」を設置（平成１６年１０月）し，和紙に関する共同研究を行っている。 

さらに，福井高専の立地する鯖江市は世界最大の眼鏡枠生産地である。福井県眼鏡工業

組合とも新しい産官学共同研究事業を開始し，眼鏡枠材料に関する共同研究を「地場産業

支援室」の設置（平成１７年４月）により行っている。また，平成１７年５月には，これ

ら地域社会との連携をさらに深めるため，近隣２市１町と本校は包括的な連携である「地

域連携協定」を結び，さらなる共同研究・出前授業・リカレント教育に取り組んでいる。 

 国際連携としては，海外学生派遣制度の他，平成１７年度からオーストラリアの Ballarat

大学と提携し，学生の相互互換留学制度を開始することとし、平成 18 年 5 月に本校学生 17

名が Ballarat 大学へ 1週間留学し、英会話と現地の文化歴史に関する学習を行った。今後

とも同大学と本校は相互互換留学制度を続けることで合意している。 

 学校運営の評価として，平成１４年度に校外の有識者による外部評価委員会（平成１６

年度から「評議員会」，平成２１年度から「外部有識者会議」）を設置し，開催後に結果

の開示を行っている。 

また，平成１７年５月には日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定校となった。

平成１８年１１月には中間審査として訪問審査が行われ、前回のＷ（弱点）の項目がほと

んどＡ（適合）評価となった。 

さらに、平成１７年度１１月には大学評価学位授与機構による「高等専門学校機関別認

証評価」を受審し、平成１８年３月に「改善事項なし」との評価結果が同機構より発表さ
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れた。 

 

Ⅰ-2 学科構成 

 昭和４０年度に本校は「機械工学科，電気工学科，工業化学科」の３つの学科で発足し

た。これは，工学の基礎となる機械・電気・化学となる学科が構成されたものであるが，

工業化学については福井県が繊維及び染色関係の企業が多いことにより設置されたもので

ある。 

また，昭和４５年度には「土木工学科」が増設されたが，これは，福井県が大手の土木

業者を多く出している土木県であると共に，当時の土木技術者不足に対応するためである。

さらに，昭和６３年度には情報社会の到来を受けて，ハードとソフト両面の情報処理技術

者を育成する「電子情報工学科」が増設された。 

その後，平成５年度に土木工学科を時代の要請に沿うべく「環境都市工学科」として改

組した。また，平成７年度に工業化学科を「物質工学科」として改組し，材料工学コース

と生物工学コースの二つのコース制とした。さらに，平成１７年度には，電気工学科を「電

気電子工学科」とした。これは電気工学科卒業者にも，近年の進展する電子技術を基礎よ

り教育する必要があるため，学科の改組を行ったものである。 

したがって，現在の学科構成は「機械工学科，電気電子工学科，電子情報工学科，物質

工学科，環境都市工学科」の５学科による構成となっている。これは，本校の基本理念に

掲げる環境を意識し，地域社会に根ざしたものづくり教育を行うための学科構成となって

いる。すなわち，福井県の主幹産業である，繊維工業，化学工業，眼鏡枠工業，電子電気

工業，環境土木産業に基づいたものとなっている。福井県の産業には，繊維工業，眼鏡枠

工業などデザイン技術が重要なものが多い。 

したがって，本校の教育目標では，ものづくり・環境づくり，システムデザイン能力の

育成を掲げ，５つの学科で共通にこれらのことを学ぶシステムとなっている。さらに，一

般科目では専門の基礎科目，文科系科目を履修し，専門課程での学習に十分に教育効果を

あげることができるようになっている。 

最近１０年間の各学科の求人倍率は，各学科とも１０.０倍を超えて，各学科は社会から

受け入れられていることを示している。 
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 もう一つはメンタルヘルスの問題ですが、昨年度もご指摘があって、いろいろ改善されてい

るというところで、それでいいと思いますが、結局この問題は現在の社会情勢と関係していま

す。一つはいわゆる競争社会で競争にどう対応したらよいか分からなくなってしまい問題を起

こしていると思います。これは生徒、学生だけの問題ではなく教員にも同じことが起こってい

ると。大学では教員にも同じことが起こっている。競争の概念、捉え方をもう少しきちんと考

えておかないと、単に何かを比較して競争させているということだけを進めていると、メンタ

ルヘルスの方で破たんするということがあると思います。生徒に対するメンタルヘルスケアの

体制は出来上がってきているのですが、教員のメンタルヘルスも考えていく必要があるという

ことです。 

 それから何よりも教員も学生も活き活きしている高専にしていくということが何よりも重

要でしょう。そのためにも地域の産業や地域社会との連携を深めて、この地域でこの高専があ

るという存在感などをぜひ発揮していただきたいと思います。 

メンタルヘルスの問題とも関連してきますが、後の方で指摘された言葉は、耐える力とか人

格とか人間力とかその辺が指摘されていますが、教育の中でこういう耐える力を付けていくた

めには、教員と生徒学生の間での一種の信頼関係がないと耐える力を鍛え上げることは非常に

難しいことだと思います。高専の卒業生は相対的に優秀ですので、そのへんは十分に心掛けて

おられるとは思いますが、今後ますます弱い学生、生徒が入ってくることを考えますと、その

対応も十分やっていく必要があるのではないかと思います。 

  

              （ 総    括 ） 

全体として今日ご説明いただいたこと、それから自己点検評価に書かれていることを考える

と、当高専としては委員からのご意見にもありましたように、非常に良く頑張っている高専で

あると思います。今後、新しい事を工夫してますます良い高専にしていっていただきたいと思

います。最後に、こういう一種の外部評価をするにあたって観点として今国が求めているのは

国際化、拠点化、連携という３つのキーワードを高等教育機関、高専・大学に国の方で求めて

います。これに十分対応できるような強い体質も、ぜひ作っていただきたいと思います。 

 

４．ＪＡＢＥＥへの取り組み 

２００６年１１月１２日、１３日に行われた中間実地審査の結果を受けて、福井高専「環境

生産システム工学」教育プログラムは２００７年５月１4 日付けで JABEE（日本技術者教育認

定機構）より３年間の継続が認定された。認定分野は、工学（融合複合･新領域）である。こ

の結果、２００６年度、２００７年度および２００８年度専攻科修了生が、JABEE 認定教育プ

ログラム修了者として認められることとなった。技術者教育の質的同等性を、国境を越えて相

互に承認し合う国際的な協定「ワシントンアコード」に、JABEE が正式加盟を果たしているた

め、JABEE 認定教育プログラムの修了生である本校専攻科の修了生は国際的にも認められるこ

とになる。また、国内では技術士一次試験が免除され修習技術者となり、最短で専攻科終了後

４年で技術士二次試験を受験でき、合格すれば技術士となることができる。 

JABEEの主旨は継続的な教育改善にある。このことは教育機関であれば当然のことであり、

常にプログラムの改善という PDCA サイクルにしたがってスパイラルアップを図り、プログ

ラム修了生の知識と能力のレベルアップを図っていかなければならない。これまで実施してき
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た改善項目に対し、さらなる改善を提案して、さらに、社会のニーズおよび学生の要望からの

学習･教育目標に関する項目の導入、成績資料の電子媒体化などが検討課題である。審査があ

るから考える、あるいは実施するということではなく、学生のアウトカムズの向上を常に検討･

実施していかなければならない。 

どんなに素晴らしい教育システムであっても継続できなければ意味を成さない。継続し、ス

パイラルアップすることを念頭に、今後も、継続できる教育改善システムの構築を目指してい

く所存である。 
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